
１ 学力向上の具体的な方策

①朝読書の実施

②漢字コンクールの実施

③定期テストの取組に向けた学習計画の作成

④放課後や長期休業中における学習会の実施

２ 取組の概要
①について

本校では、本への興味関心や読解力を高めることを目的に8:20～8:30の10

分間、各自が用意した本を読むという朝読書を毎日実施している。

②について

２学期の後半くらいから、全学級全生徒を対象に漢字コンクールを5回実施

した。事前に２０問の漢字プリントを配布し、１週間後にその中から１０問の

漢字を出題している。漢字の練習は基本的には家庭学習の中で行い、結果は全

学級の平均点で競い合いながら、基礎学力向上を目指した。

③について

中間テストや期末テストの２週間前にはテスト範囲を配布し、各学級でテス

ト計画表を生徒に作らせ、それを定期的に担任が確認して、継続的にテスト勉

強に取り組めるように指導している。

④について

２，３年生を中心に希望者を対象として放課後や長期休業中に、自主学習の

サポートをする学習会を教科ごとに開催しました。自分の苦手分野を克服した

いと思う生徒が徐々に増えてきた。

３ 成果（○）と課題（●）
○漢字コンクールや定期テストの学習計画作成の取組の成果もあって、家庭学

習の習慣が一時的ではあるが徐々に定着してきている。また、進路実現にお

ける学習の大切さを学級活動等で指導し、生徒の家庭学習の大切さに対する

意識も徐々に高まってきている。

●学習に対する意欲や意識は、徐々に高まってきているが、継続的全校的なも

のとはなっていない。わかりやすい授業の実践や家庭学習の必要な授業構成

の工夫など基礎基本の定着を目指した工夫改善が必要である。
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